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「うまれてきて よかった」

学校長 坂 田 映 子

今年もあと９日で終わりです。何をしてきたか思い出せないくらいの仕事をしてきました。先生方

も子どもたちも足並みをそろえてよくやってきたなあと感慨深く思います。ＰＴＡの皆さんも、土日

に出る機会が多く、閉校式委員会が始まってからは、いよいよわあわただしくなりご苦労をおかけし

ました。おかげさまで順調に大切な事が決まっていくのがとても嬉しい限りです。

久しぶりに校長室の椅子に座っていたら、ヒヨドリが寄ってきました。今どき、珍しいメジロも２

羽、姫リンゴをつついています。振り返ってみると、久しくヒヨドリのことを思いやる暇もなかった

ように思います。私に余裕があれば、ヒヨドリは寄ってきますが、忙しいと寄ってきません。きっと

外から見ていて分かっているのだなと苦笑してしまいました。

ある校長先生が、学校便りに「山深自鳥啼」について、書いておられました。

「山が豊かな緑で覆われ、木の実もたわわに実ればいろいろな鳥が寄ってきて、楽しそうなさえず

りが山のそこかしこから聴こえてくる。学校でも、教師が自らを磨き、人間性を高めていくことで山

を深くする。そういう教師に教わっているクラスの子どもたちは、楽しく集い、心地よい歌を歌い始

める。それは、地域や保護者も同じであり、お互いの信頼関係という山を深めることによって、さら

に歌い始めるのだ 」という内容でした。。

忙しいときはなかなか気がつかないことです。でも、年の瀬を迎え、今年一年がどうであったかを

ほんの少しでも振り返るなら、このことがきっと分かっていただけるものと思います。

ところで、子どもたちが「人権週間」でつくった標語の中に感動的な作品がありました。

作品１「 生まれてきてよかった ６年」

作品２「 人は弱い、だからみんな助け合う ５年」

きっと、この子どもたちの親御さんは一生懸命我が子を育ててこられたのでしょう。作品１の言葉

の中に親御さんに対する深い愛情を感じます。作品２には、かつて自分にもあっただろう悲しさを温

かい気持ちで包もうとする、あるいは強さを感じます。子どもたちは「親の生き方」を見ています。

どのように生きているかを小さいながら学んでいきます。かけがえのない家族こそが、一人一人の子

どもたちを深く育てていきます。それを支えていくのが学校の教師なのです。

今年も一年間お世話になりました。よいお年をお迎えください。恵みの風が吹かれますようお祈り

しています。

感謝のみ。



にご協力を「みんなの思いを集めよう」
今年も児童会活動で、体の不自由な人や世界の困っている人を助けるために、自分たちにできる

ことをしようという趣旨で 「みんなの思いを集めよう」の活動を行います。、

冬休みの間にご利用になった空き缶のプルタブや書き損じ葉書や使い終わったカード類を集めてお

き、下記の期日にお子さんに持たせていただければ 幸いです。

☆ 期 間 １月１５日（月）～１９日（金）

☆ 集める物 ・１円玉・５円玉・１０円玉（１５ １０募金）
い ち ご と う

・書き損じ葉書

・カード類（使い終わったテレフォンカード・バスカード等）

（ 。）・プルタブ たくさん集めると車いすに替えることができます

☆ 集める場所 中央階段１階 及び 各教室

アンケートより
○毎年楽しみにしています。上小は年々上手くなってい

るのがとても感じられます。浜中・磯高と年齢をおう

ごとに、演奏にもスケールの大きさがうかがえます。

来年も又来ます。皆さん頑張ってください。

○小・中・高と聴かせていただくと、どんどん音楽に対

。 、する情熱が高まってくるのがわかります 皆と一緒に

良い音楽を作るという楽しさ、苦しさ、悩み、そんな

ことを経験して良い人間に育てられていくのを味わう

のが、今の時代、大変有意義なことと思います。

○どの演奏もとても素晴らしかったです。特に上中里小

の演奏は、小学生がよくここまで演奏できるな あと思いました。このようなコンサートが７回目と

いうことで、とても良い企画だと思います。

○とてもすばらしかったです。さわの里小になっても続けてください。毎年楽しみにしています。

１２月９日（土）に本校体育館で上中里小学校・浜中学校・磯子高校の３校合同のコンサートが

行われました。会場には、保護者・地域の方々が多数集まり、大変盛り上がりました。

下校１２：３０冬休みの明けの新年朝会 １月９日（火） ８：３０
＜持ち物＞

うわばき、連絡帳、ふりかえりカード、学習の準備

※特別バスケットボール・サッカークラブの練習再開は、 です。１月１１日（木）
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。
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、
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点
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。
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と
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。
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仲
よ
し
活
動
の
バ
デ
ィ
ー
に
、
や
さ
し

く
丁
ね
い
に
説
明
し
て
あ
げ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
説
明
ど
お
り
に
大
き
な
声
で
ニ
ュ
ー

ス
原
稿
を
読
み
上
げ
て
く
れ
手
、
楽
し
そ
う

、

。

に
し
て
い
て

私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た

だ
ん
だ
ん
お
客
さ
ん
が
ふ
え
て
き
て
、
い

そ
が
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
来
て
く
れ
た

人
が
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
い
る
の
を
見
て
、

放
送
の
グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
が
、
が
ん
ば
っ

て
や
っ
た
お
か
げ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
キ
ャ

ス
タ
ー
の
担
当
が
す
る
こ
と
を
、
し
っ
か
り

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
氷
取
沢
小
学
校
の
人
達
と
い
っ
し
ょ

に
や
り
ま
す
。
今
年
の
よ
う
に
上
手
く
い
く

と
い
い
で
す
。

お
も
し
ろ
か
っ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
年

「
た
の
し
か
っ
た
ね

」。

と
か
い
ち
ゃ
ん
が
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は

、

、

こ
こ
ろ
の
中
で

わ
た
し
も
楽
し
か
っ
た
な

と
お
も
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
エ
ル
フ
の
音
読
を
し
て
、
又
い

ろ
ん
な
お
ん
ど
く
を
し
た
い
な
あ
と
お
も
い

ま
し
た
。
う
た
は
き
れ
い
に
う
た
え
て
よ
か

っ
た
で
す
。
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。
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。

き
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